
 

 

 

 

 

評 価 観 と 評 価 眼 

校長 今 将 史  

年度の折り返し地点で 

早いもので、令和８年度の学校生活が折り返し地点を迎えました。そ

の節目の時期に、本校では通知表配付を兼ねた個人面談を行っていま

す。普段ならお仕事をされている時間帯に保護者の方をお呼びするの

は心苦しいのですが、前期の学びと暮らしを伝え合い、お子さんたちの

更なる成長を願って話し合う貴重な場となっています。 

通知表の歴史は古く、100年以上も前、明治時代にまでさかのぼりま

す。しかし、法的には作成の義務はありません。それでも、長きにわた

って作成され面談も続けられてきたのは、通知表が単なる「成績表」で

はなく「家庭と学校を結ぶ連絡文書」として有効に活用されてきたこと

に由来すると考えます。通知表が昔、通信簿と言われていたことからも

その意図がうかがえます。 

評価は誰のため、何のために 

通知表には学習評価が記載されていますので、ここでは「評価観」に

ついて確認します。現代の教育現場では「評価は学習の結果を判定する

ためだけでなく、お子さんの今後の学びを促し、教師の指導を改善する

ためにある」と定義されています。評価によって、お子さん自身ができ

るようになったことを自覚して、次に何を頑張ればよいのかが分かる。

保護者の方と担任で、お子さんの成長を確かめ、次の成長を支えるため

に必要なことを検討し共育する。こうした評価や面談の意義をふまえ

て、私たち教職員は、「評価眼」を鍛えながらお子さんたちの今、そし

てプロセスを見とり、きちんとお伝えする努力を続けています。 

活動や行為を見とる確かな眼 

評価の重みは十分わかってはいるものの、実際には大変難しい営み

です。私たち教職員に「研修」は義務付けられていますが、「研究」は

義務付けられていません。それでも日々研究を続けているのは、評価眼

を高めることも目的の一つだからです。教職員にとって秋は、「研究の

秋」でもあります。自分たちのこれまでの指導を省みながら、確かな見

とりをもとに有益なフィードバックを返せるよう努めてまいります。 
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